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はじめに  

 

西 脇 市 及 び 多 可 町 地 域 （ 以 下 「 本 地 域 」 と い い ま す 。 ） に お け る 一 般 廃

棄 物 の 処 理 は 、 現 在 、 北 播 磨 清 掃 事 務 組 合 （ 以 下 「 み ど り 園 」 と い い ま  

す 。 ） に お い て 収 集 、 運 搬 、 中 間 処 理 、 最 終 処 分 の 全 て を 行 っ て い ま す が 、

既 存 の 焼 却 施 設 及 び リ サ イ ク ル 施 設 が 稼 働 か ら 20年 以 上 経 過 し 、 老 朽 化 が

進 ん で い ま す 。  

こ の た め 本 地 域 で は 、 2016（ 平 成 28） 年 ８ 月 、 “ 燃 や す か ら 生 か す ” の

考 え の も と 、 西 脇 市 と 多 可 町 の １ 市 １ 町 の 枠 組 み で 共 同 し て 新 た な ご み 処

理 施 設 を 整 備 す る こ と と し 、 そ の 事 務 を 西 脇 多 可 行 政 事 務 組 合 （ 以 下 「 本

組 合 」 と い い ま す 。 ） で 行 う こ と と な り ま し た 。  

こ の よ う な 中 、 西 脇 市 で は 2018（ 平 成 30） 年 ２ 月 に 、 多 可 町 で は 2018

（ 平 成 30） 年 ３ 月 に 、 ご み の 発 生 抑 制 と 再 使 用 、 ご み の 分 別 ・ 減 量 ・ 資 源

化 、 適 正 か つ 効 果 的 な ご み 処 理 体 制 の 再 構 築 を 推 進 す る た め の 「 一 般 廃 棄

物 （ ご み ） 処 理 基 本 計 画 」 （ 以 下 「 ご み 処 理 基 本 計 画 」 と い い ま す 。 ） を

策 定 し 、 み ど り 園 に お い て も 2019（ 平 成 31） 年 ４ 月 に 、 西 脇 市 と 多 可 町 の

各 々 の 「 ご み 処 理 基 本 計 画 」 を 統 合 し た 「 ご み 処 理 基 本 計 画 」 を 策 定 さ れ

ま し た 。  

ま た 、 本 組 合 で は 、 2017（ 平 成 29） 年 12月 に 、 循 環 型 社 会 に ふ さ わ し い

廃 棄 物 処 理 ・ リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 構 築 を 図 る た め の 「 循 環 型 社 会 形 成 推

進 地 域 計 画 」 を 策 定 し て い ま す 。  

こ れ ら の 計 画 を 基 に 本 組 合 で は 、 新 た な ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 当 た っ て

の 基 本 的 な 方 向 性 、 整 備 方 針 等 に つ い て 定 め る 「 西 脇 多 可 新 ご み 処 理 施 設

基 本 計 画 」 （ 以 下 「 本 計 画 」 と い い ま す 。 ） を 策 定 す る こ と と な り ま し た 。  

 

 

 

  



 

 

  



 

目   次  

 

第１章  施設整備の基本方針  

１  計画策定の目的  ········································ １  

２  計画の構成  ············································· ２  

３  施設整備の基本的な考え方  ···························· ３  

４  基本方針  ··············································· ３  

 

第２章  ごみ処理方式の選定  

１  ごみ処理の現状  ········································ ４  

２  ごみ処理の課題  ········································ ９  

３  ごみ処理方式の整理  ··································· 10  

４  ごみ処理方式の選定  ··································· 11  

 

第３章  基本フレームの設定  

１  計画処理量  ············································· 16 

２  計画ごみ質  ············································· 21 

３  施設規模及び系列数  ··································· 22 

 

第４章  施設基本計画の検討  

１  エネルギー回収施設の検討  ···························· 31 

２  リサイクル施設の検討  ································ 38  

３  啓発施設の検討  ········································ 40 

４  管理施設等の検討  ····································· 42  

５  災害対策の検討  ········································ 42  

６  再生可能エネルギー活用の検討  ······················· 43  

７  交付金等の活用  ········································ 43  

 

第５章  回収エネルギー利用方法の検討  

１  回収エネルギー利用方法の動向  ······················· 44  

２  回収エネルギー利用方法の方針  ······················· 47  

 

第６章  事業方式の検討  ····································· 48  

 

第７章  概算工事費等  ········································ 49  

 

第８章  施設整備スケジュール  ······························ 50



1 

第１章  施設整備の基本方針  

 

１  計画策定の目的  

2016（ 平 成 28） 年 ８ 月 25日 に 西 脇 市 と 多 可 町 は 、 新 ご み 処 理 施 設 整

備 に 関 す る 基 本 合 意 書 を 締 結 し 、 西 脇 市 と 多 可 町 の １ 市 １ 町 の 枠 組 み

で 新 ご み 処 理 施 設 を 建 設 す る こ と と し ま し た 。  

ま た 、 現 在 、 西 脇 市 と 多 可 町 の ご み 処 理 を 行 っ て い る み ど り 園 は 、

2023（ 令 和 ５ ） 年 度 末 で 稼 働 を 終 了 す る こ と が 決 定 し て い ま す 。  

こ れ ら の こ と か ら 、 本 計 画 で は 、 新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 向 け 、 ご

み を ど の よ う に 分 別 収 集 し 処 理 す る の か 、 ま た 、 ご み 処 理 の 過 程 で 発

生 す る エ ネ ル ギ ー の 回 収 と 利 用 を ど の よ う に す る の か 等 に つ い て 、 基

本 的 な 考 え 方 を 整 理 す る こ と を 目 的 と し ま す 。  
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２  計画の構成  

本 計 画 の 構 成 を 次 に 示 し ま す 。  

 
第１章  施設整備の基本方針  

新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 係 る 基 本 的 な 方 針 を 定 め ま す 。  

 

第２章  ごみ処理方式の選定  

ご み 処 理 の 現 状 及 び 課 題 に つ い て 整 理 し 、 最 新 の ご み

処 理 の 動 向 に つ い て ま と め 、 ふ さ わ し い 処 理 方 式 に つ い

て 検 討 し ま す 。  

 

第３章  基本フレームの設定  

排 出 量 の 推 定 、 計 画 ご み 質 等 の 設 定 を 行 い 、 新 ご み 処

理 施 設 の 施 設 規 模 を 検 討 し ま す 。  

 

第４章  施設基本計画の検討  

新 ご み 処 理 施 設 の 基 本 的 な 諸 元 に つ い て 検 討 し ま す 。  

 

第５章  回収エネルギー利用方法の検討  

ご み 処 理 か ら 得 ら れ る エ ネ ル ギ ー の 利 活 用 に つ い て 検

討 し ま す 。  

 

第６章  事業方式の検討  

新 ご み 処 理 施 設 の 事 業 運 営 手 法 に つ い て 整 理 し ま す 。  

 

第７章  概算工事費等  

新 ご み 処 理 施 設 の 概 算 工 事 費 に つ い て 整 理 し ま す 。  

 

第８章  施設整備スケジュール  

新 ご み 処 理 施 設 の 施 設 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 整 理

し ま す 。  
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３  施設整備の基本的な考え方  

新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 当 た っ て は 、 ご み 処 理 基 本 計 画 に 定 め る 基

本 理 念 で あ る 「 と も に 進 め る “ ご み 減 量 ” と “ 資 源 循 環 ” ～ も っ た い

な い ！ の 心 を 行 動 へ ～ 」 を 基 に 、 ３ Ｒ （ リ デ ュ ー ス ： 発 生 抑 制 、 リ ユ

ー ス ： 再 使 用 、 リ サ イ ク ル ： 再 生 利 用 ） の 実 践 と 、 こ れ ら を 踏 ま え た

循 環 型 社 会 に ふ さ わ し い 廃 棄 物 ・ リ サ イ ク ル 処 理 シ ス テ ム を 構 築 す る

施 設 と な る よ う 努 め ま す 。  

 

 

４  基本方針  

次 に 、 新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 当 た っ て の 基 本 方 針 を 示 し ま す 。  

 

⑴  循環型社会の形成に寄与する施設  

ご み の 減 量 化 と と も に 、 適 正 な 処 理 を 行 う こ と で 、 ご み 処 理 の 過  

程 を 「 資 源 循 環 」 と 捉 え 、 再 利 用 、 再 資 源 化 を 図 り 「 ご み を 生 か す 」

施 設 と し て 整 備 し ま す 。  

ま た 、 ご み 処 理 の 過 程 で 発 生 す る エ ネ ル ギ ー を 可 能 な 限 り 利 活 用  

す る 施 設 を 整 備 し ま す 。  

  

⑵  周辺環境に優 しい施設  

効 果 的 な 環 境 保 全 ・ 公 害 防 止 対 策 を 講 じ 、 温 室 効 果 ガ ス の 抑 制 、  

周 辺 地 域 へ の 環 境 負 荷 の 低 減 等 を 図 る 施 設 と し ま す 。  

  

⑶  安全 ・安心な施設  

安 全 か つ 安 定 的 に 継 続 し て ご み を 処 理 で き る よ う 、 信 頼 性 が 高 い  

実 用 的 な 技 術 シ ス テ ム を 採 用 す る 施 設 と し ま す 。  

ま た 、 災 害 廃 棄 物 処 理 に も 対 応 で き る 施 設 と し ま す 。  

  

⑷  住民から信頼 される施設  

ご み の 適 正 処 理 、 適 切 な 運 転 管 理 及 び 環 境 対 策 を 実 施 す る こ と で 、

生 活 環 境 に 悪 影 響 を 生 じ さ せ な い 施 設 と し ま す 。  

ま た 、 施 設 の 運 転 状 況 等 の 透 明 化 を 図 る た め 、 環 境 監 視 状 況 を 中  

心 と し た 施 設 の 運 転 管 理 状 況 に つ い て 情 報 公 開 を 進 め ま す 。   

 

⑸  経済性 ・効率性に配慮 した施設  

適 正 な 施 設 規 模 と し 、 ご み を 効 率 的 に 処 理 で き 、 建 設 費 及 び 維 持  

管 理 費 に お い て 経 済 性 に 優 れ 、 財 政 的 支 出 を 可 能 な 限 り 削 減 で き る  

施 設 と し ま す 。
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第２章  ごみ処理方式の選定  

 

１  ごみ処理の現状  

⑴  現在のごみ処理施設（みどり園）の状況  

 ア  施設の概要  

(ｱ )  施設の所在地  

施 設 の 所 在 地 を 図 表 ２ － １ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ２ － １  施 設 所 在 地  

 

 

 

  

み ど り 園 は や す  

ク リ ー ン セ ン タ ー  

北 播 磨 清 掃 事 務 組 合  

（ み ど り 園 ）  

神河町  
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(ｲ) 施設の概要  

み ど り 園 の 概 要 を 図 表 ２ － ２ か ら 図 表 ２ － ５ ま で に 示 し ま  

す 。  

 

図 表 ２ － ２  可 燃 ご み 焼 却 処 理 施 設 の 概 要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 表 ２ － ３  リ サ イ ク ル プ ラ ザ （ 処 理 施 設 ） の 概 要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 み ど り 園  ご み 処 理 施 設  

所 在 地 兵 庫 県 西 脇 市 富 吉 南 町  262番 地 の １  

供 用 開 始  1996（ 平 成 ８ ） 年 ３ 月  

処 理 方 式  全 連 続 燃 焼 方 式 （ 流 動 床 方 式 ）  

処 理 能 力  66ｔ ／ 24時 間 ×２ 基  

設 備 内 容  

受 入 供 給 設 備 ： ト ラ ッ ク ス ケ ー ル  

       ご み ピ ッ ト （ ピ ッ ト ＆ ク レ ー ン ）  

ガ ス 冷 却 設 備 ： 水 噴 射 式  

通 風 設 備   ： 平 衝 通 風 式  

除 じ ん 設 備  ： バ グ フ ィ ル タ （ ２ 基 ）  

      ： HCℓ・ NO X除 去 装 置 （ ２ 基 ）  

煙 突 高    ： 59ｍ （ 地 上 高 ）  

排 水 処 理 設 備 ： 炉 内 噴 霧  

（ 場 内 ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム ）  

名 称 み ど り 園  リ サ イ ク ル プ ラ ザ  

所 在 地 兵 庫 県 西 脇 市 富 吉 南 町  262番 地 の １  

供 用 開 始  1996（ 平 成 ８ ） 年 ３ 月  

処 理 方 式  回 転 せ ん 断 式 破 砕 機  

処 理 能 力  20ｔ ／ ５ 時 間 ×１ 基  

設 備 内 容  

破 砕 設 備  ： 横 型 回 転 式 （ 衝 撃 ・ せ ん 断 併 用 ）  

選 別 設 備  ： 形 状 選 別 機 、 磁 力 選 別 機 、 ア ル ミ 選

別 機 、 可 燃 物 ・ 不 燃 物 分 離 装 置  

プ レ ス 形 式 ： ア リ ゲ ー タ 方 式 （ 約 ６ ｔ ／ 日 ）  

選 別 種 類  ： ア ル ミ 缶 、 ス チ ー ル 缶 、 そ の 他 ア ル

ミ 類 、 そ の 他 ス チ ー ル 類 、 可 燃 物 、

不 燃 物  

排 水 設 備  ： 場 内 ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム  

そ の 他 設 備 ： 再 生 利 用 品 庫 、 ス ト ッ ク ヤ ー ド 、 ホ

イ ー ル ロ ー ダ ー 、 フ ォ ー ク リ フ ト  
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図 表 ２ － ４  プ ラ ヤ ー ド の 概 要  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 表 ２ － ５  最 終 処 分 場 の 概 要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  みどり園の変遷  

み ど り 園 は 、 1964（ 昭 和 39） 年 ５ 月 に 旧 西 脇 市 が 焼 却 炉 を 新 設

し 、 そ の 後 1968（ 昭 和 43） 年 11月 に 旧 滝 野 町 （ 現 加 東 市 ） と 「 西

脇 市 滝 野 町 清 掃 事 務 組 合 」 を 設 立 し て 、 清 掃 業 務 の 共 同 処 理 を 開

始 し た こ と か ら 始 ま り ま し た 。  

1974（ 昭 和 49） 年 11月 に は 、 旧 黒 田 庄 町 （ 現 西 脇 市 ） の 加 入 に

よ り 、 「 西 脇 市 滝 野 町 黒 田 庄 町 清 掃 事 務 組 合 」 が 設 立 さ れ ま し た 。  

そ し て 1993（ 平 成 ５ ） 年 ４ 月 に は 、 旧 中 町 、 旧 八 千 代 町 、 旧 加

美 町 の ３ 町 で 清 掃 業 務 の 共 同 処 理 を 行 っ て き た 「 中 町 八 千 代 町 加

美 町 清 掃 事 務 組 合 」 と の 統 合 に よ り 、 “ み ど り 園 ” が 設 立 さ れ 、

1996（ 平 成 ８ ） 年 ３ 月 に 現 在 の ご み 処 理 施 設 の 稼 働 が 始 ま り ま し

た 。  

そ れ 以 降 、 現 在 の 西 脇 市 、 多 可 町 、 加 東 市 （ 旧 滝 野 町 地 域 ） の

ご み 処 理 を 行 っ て き ま し た が 、 2019（ 平 成 31） 年 ３ 月 末 に 加 東 市

が み ど り 園 か ら 脱 退 し 、 現 在 で は 、 西 脇 市 と 多 可 町 の １ 市 １ 町 で

構 成 さ れ て い ま す 。   

名 称 み ど り 園  プ ラ ヤ ー ド  

所 在 地 兵 庫 県 西 脇 市 富 吉 南 町  263番 地 の 15 

供 用 開 始  2006（ 平 成 18） 年 ３ 月  

施 設 規 模  823㎡  

設 備 内 容  

ペ ッ ト ボ ト ル 圧 縮 設 備 ： 0.16ｔ ／ 日  

（ ス ト ッ ク 容 量 21㎥ ）  

容 器 包 装 プ ラ 保 管 設 備 ： 1.34ｔ ／ 日  

（ ス ト ッ ク 容 量 387㎥ ）  

名 称 み ど り 園  は や す ク リ ー ン セ ン タ ー  

所 在 地 兵 庫 県 西 脇 市 羽 安 町  385番 地  

敷 地 面 積  28,700㎡  

埋 立 面 積  5,600㎡  

埋 立 容 量  24,000㎥  

埋 立 開 始  2009（ 平 成 21） 年 １ 月  

埋 立 期 間  20年 間  

埋 立 対 象  

廃 棄 物 不 燃 ご み 、 清 掃 ご み 、 破 砕 残 渣
ざ ん さ

、 焼 却 灰 等  

埋 立 方 式  サ ン ド イ ッ チ 方 式  

浸 出 水 

処 理 能 力  
13㎥ ／ 日  
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⑵  ごみ処理体制  

ア  分別体制  

現 在 の 分 別 体 制 を 図 表 ２ － ６ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ２ － ６  現 在 の 分 別 体 制  
 

 

  

分 別 区 分  収 集 方 法  収 集 袋  例  

燃 え る ご み  
可 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  

 

生 ご み 、 ス ニ ー カ ー 、 お も

ち ゃ （ プ ラ ス チ ッ ク ） な ど  

容 器 包 装 プ ラ  
可 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  

 

プ ラ マ ー ク の 入 っ た 製 品  

食 品 ト レ ー 、 シ ャ ン プ ー ・

洗 剤 の ボ ト ル な ど  

ペ ッ ト ボ ト ル  
可 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  

 

Ｐ Ｅ Ｔ マ ー ク の 入 っ た 製 品  

醤 油 ・ 酒 類 の ボ ト ル な ど  

金 属 類  
不 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  
指 定 な し  

ス チ ー ル 缶 、 ア ル ミ 缶 、 フ

ラ イ パ ン な ど  

無 色 透 明 ビ ン  
不 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  
指 定 な し  無 色 透 明 の ビ ン  

茶 色 ビ ン  
不 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  
指 定 な し  茶 色 の ビ ン  

色 ビ ン  
不 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  
指 定 な し  

そ の 他 青 、 緑 、 黒 な ど 少 し

で も 色 の つ い て い る ビ ン  

そ の 他 の  

不 燃 物 類  

不 燃 ご み ス テ ー

シ ョ ン で 収 集  
指 定 な し  

ガ ラ ス 食 器 、 耐 熱 食 器 、 コ

ッ プ 、 化 粧 品 、 蛍 光 灯 、 乾

電 池 な ど  

大 型 ご み  
自 己 搬 入 又 は 戸

別 収 集  
指 定 な し  家 具 類 、 イ ン テ リ ア 類 な ど  

廃 食 用 油  
市 町 の 取 組 に よ

る  
指 定 な し  植 物 性 廃 食 用 油  

小 型 家 電  拠 点 回 収  指 定 な し  
携 帯 電 話 、 家 電 リ サ イ ク ル

製 品 以 外 の 家 電 製 品 な ど  

集 団 回 収  拠 点 回 収  指 定 な し  
新 聞 紙 、 古 紙 、 段 ボ ー ル な

ど  
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イ  ごみ処理のフロー  

現 在 の ご み 処 理 ・ 処 分 の 流 れ を 図 表 ２ － ７ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ２ － ７  ご み 処 理 の フ ロ ー  

 

  

 

保管
再生業者

ペットボトル

選別・圧縮

再生業者

その他の不燃物類 埋立地（はやすCC)

集団回収 再生業者
新聞・雑誌・チラシ・ダンボール・古ボール・紙パック・アルミ缶・ビールビン等

（品目は実施団体による）

保管
小型家電 再生業者

保管

ビ　　ン 再生業者

持込み紙等

（可　　　　燃）
保管（不　　　　燃）

（資　　　　源）

保管

金 属 類 選別・圧縮 再生業者

容器包装プラ 再生業者

保管

焼却残渣
（金属類等）

再生業者

リサイクルプラザ

大型ごみ

選別・破砕・圧縮

（可　　　　燃）

保管
再生業者

（資　　　　源）

（不　　　　燃）

修　理 販　売

飛灰
焼却灰

大阪湾フェニックス
センター

燃えるごみ

区分 中間処理 最終処分

みどり園

焼却処理施設

焼却処理

※選別可燃（大型ごみ・容器包装プラ・ペット

ボトル）は焼却処理へ

※

※
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２  ごみ処理の課題  

⑴  燃えるごみの減量・資源化対策  

過 去 ５ 年 間 （ 2013（ 平 成 25） 年 度 か ら 2017（ 平 成 29） 年 度 ） の ご

み の 排 出 量 （ 資 料 編 ２ ⑴ ご み 排 出 量 の 推 移 を 参 照 ） は 、 生 活 系 ご み

及 び 集 団 回 収 量 は 減 少 傾 向 で 、 事 業 系 ご み は 増 加 傾 向 が 続 い て い ま

す 。  

今 後 は 、 構 成 市 町 と 連 携 し た 更 な る ご み の 減 量 ・ 資 源 化 に 向 け た

取 組 の 強 化 、 分 別 精 度 の 向 上 と 資 源 化 シ ス テ ム づ く り 、 リ デ ュ ー ス

（ 発 生 抑 制 ） や リ ユ ー ス （ 再 使 用 ） に 関 す る 情 報 を 広 く 周 知 す る 必

要 が あ り ま す 。  

 

⑵  ごみ処理経費の削減  

新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 当 た っ て は 、 第 １ 章 ４ 基 本 方 針 に お い て

経 済 性 ・ 効 率 性 に 配 慮 し た 施 設 と す る よ う 定 め て お り 、 維 持 管 理 費

等 に 関 連 す る ご み 処 理 経 費 の 削 減 を 考 慮 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

⑶  資源化率の向上  

集 団 回 収 量 が 減 少 し て い る こ と か ら 、 集 団 回 収 を 実 施 す る 団 体 ・

回 数 等 の 増 加 に 向 け た 施 策 を 、 ま た 、 こ れ ま で 取 り 組 ん で き た 資 源

化 施 策 の 取 組 強 化 、 焼 却 灰 の セ メ ン ト 原 料 化 等 の 新 た な 資 源 化 施 策

を 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。  

特 に 、 セ メ ン ト 原 料 化 に 関 し て は 、 受 入 先 の 調 査 や 受 入 条 件 の 整

理 等 に つ い て 検 討 を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。  
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３  ごみ処理方式の整理  

⑴  ごみ処理方式  

ご み 処 理 基 本 計 画 で は 、 新 ご み 処 理 施 設 で の 可 燃 ご み 処 理 方 式 に

つ い て 、 ご み 品 目 別 の 対 応 可 否 か ら 図 表 ２ － ８ に 示 す と お り 整 理 さ

れ て い ま す 。  

（ 各 処 理 方 式 の 概 要 及 び メ リ ッ ト 等 に つ い て は 資 料 編 ３ 処 理 方 式 の

検 討 を 参 照 ）  

 

 

図 表 ２ － ８  可 燃 ご み の 品 目 と 対 応 可 能 な 処 理 方 式  

記 号 ： ◎ ＝ 可 能 、 〇 ＝ 低 効 率 だ が 可 能 、 △ ＝ 条 件 付 き で 可 能  

出 典 ： ご み 処 理 基 本 計 画 ［ 西 脇 市 版 ：  107頁 、 多 可 町 版 ：  105頁 ］  

 

  

ご み 品 目  焼 却  RPF化 RDF化 油 化  メタンガス化 炭 化  堆肥化 飼料化 

紙 く ず ・ 木 く ず  ◎  ◎  ◎  ○  ◎  ◎    

プ ラ ス チ ッ ク ご み  ◎  ◎  ◎  ◎   △    

生 ご み  ◎   ◎   ◎  ○  ◎  △  

使 用 済 み 紙 お む つ  ◎  △  △   △     

再 生 可 能 な 可 燃 ご み  ◎      ◎    
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４  ごみ処理方式の選定  

ご み 処 理 方 式 の 選 定 に当 たり、本組 合では２つの検討 項目を設定し

まし た 。 検 討 項 目 は 第 １章４ 基本方 針に関連する内容 となっています。

検討 項 目 及 び 関 連 す る 基本方針を図 表２－９に示しま す。  

な お 、 基 本 方 針 「 ⑵ 周辺環境に優し い施設」について 、ごみ処理方

式の 選 定 に お い て も 環 境への配慮を 求められるところ ですが、排ガス

等の 各 有 害 物 質 の 排 出 量は、排ガス 処理設備の性能に よるところが大

きい た め 、 各 ご み 処 理 方式の選定に ついて比較を行っ ておりません。  

 

図 表 ２ － ９  検討 項目及び関連する 基本方針  

 

次 に 、 各 検 討 項 目 に おける選定に係 る視点について図 表２― 10 に示

しま す 。  

 

図 表 ２－ 10 選定に係る視点  

 

検 討 項 目  関連する基本方針  

過去 10年間の建設 実績  

⑶  安全・安心な 施設  

⑷  住民から信頼 される施設  

⑸  経済性・効率 性に配慮した施設  

回収エ ネ ル ギ ー の 利 便 性  
⑴  循環型社会の 形成に寄与する施 設  

⑸  経済性・効率 性に配慮した施設  

検 討 項 目  選定に係る視点  

過去 10年 間 の 建

設実績  

 ごみ処理施設に は、安全かつ安定 した稼働が求めら  

れ ま す 。  

ま た 、公共施設の 建設に当たっては 、最小限の費用  

で 最 大 限の効果が 得られるよう検討 を行う必要があり

ま す 。  

建 設 実績が多いご み処理方式を選定 することにより、

よ り 成 熟した技術 を持ち、長期の安 定稼働を図る上で  

信 頼 性 の高い処理 方式を採用するこ とができます。  

ま た 、建設実績が 少ない処理方式は 価格の競争が起  

こ り に くく、建設 費が高額になる傾 向にあります。  

回収エネ ル ギ ー

の利便性  

 エネルギーの利 便性が低いごみ処 理 方式を選定する  

と 、 回 収したエネ ルギーの利用先の 確保が困難になり 、  

ご み 処 理施設の安 定した稼働に影響 が出ます。  

 また、回収した エネルギーを無駄 なく利用すること  

で 、 財 政的な支出 を抑制することが できます。  
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次 に 、 ご み 処 理 方 式 の選定フローを 図表２－ 11に示します。  

   ステップ１ では、特に基本方 針との関連性が高 い「過去 10年間の建

設実 績 」 よ り 、 建 設 実 績があり成熟 度の高い処理方式 に絞り込みを行

いま す 。  

   ステップ２では 、「回収エネルギ ーの利便性」につ いて、比較・検

討を 行 い ま す 。  

   各ステップ における検討結果 について、図表２ － 12から図表２－ 13

まで に 示 し ま す 。  

 

図 表 ２ － 11 ごみ処理方式の選定フ ロー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ステップ１  

処理方式の絞り込み  

検討項目：「過去 10年間の建設実績」  

ステップ２  

絞り込み後の処理方式について比較・検討  

検討項目：「回収エネルギーの利便性」  
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図 表 ２ － 12 過去 10年間の建設実績  

 

 

 

 

 

 

図 表 ２ － 13 回収エネルギーの利便 性  

ス テ ッ プ １  

焼却 ＲＰＦ化 ＲＤＦ化 油化 
ハイブリッド 
（メタンガス化

+焼却） 
炭化 堆肥化 飼料化 

17件  

（近畿４件） 
０ 件  ２ 件  ０ 件  

４ 件  

（近畿１件） 

１ 件  

（近畿０件） 
０ 件  ０ 件  

ス テ ッ プ ２  

 

焼 却  

ハイブリッド 

（ メ タ ン ガ ス 化  

+焼 却 ）  

Ｒ Ｄ Ｆ 化  炭 化  

回

収

物 

熱 エ ネ ル ギ ー  バ イ オ ガ ス  固 形 燃 料  炭 化 物  

利

便

性 

熱 エ ネ ル ギ ー は 蒸

気 ・ 高 温 空 気 ・ 温

水 と し て 回 収 し 、

利 用 さ れ る 。  

回 収 し た エ ネ ル ギ ー

は 燃 料 や 発 電 に 利 用

さ れ る 。  

生 成 さ れ た 固 形 燃 料

は 発 電 施 設 等 に 輸 送

さ れ 、 ボ イ ラ ー 用 燃

料 や 発 電 設 備 に 利 用

さ れ る 。  

生 成 さ れ た 炭 化 物 は

発 電 施 設 等 に 輸 送 さ

れ 、 ボ イ ラ ー 用 燃 料

や 発 電 設 備 に 利 用 さ

れ る 。  

備

考 

活 用 の 幅 は 広 く 、

安 定 し た エ ネ ル ギ

ー 利 用 が 見 込 め

る 。  

活 用 の 幅 は 広 く 、 安

定 し た エ ネ ル ギ ー 利

用 が 見 込 め る 。  

安 定 的 、 持 続 的 に 利

用 で き る 搬 出 先 の 確

保 が 必 要 と な る 。  

安 定 的 、 持 続 的 に 利

用 で き る 搬 出 先 の 確

保 が 必 要 と な る 。  

評

価 

◎  ◎  △  △  

上記 の 結 果 、 ① 焼 却  ②ハイブリッ ド（メタンガス化 ＋焼却）  

③Ｒ Ｄ Ｆ 化  ④炭 化についてステッ プ２で比較・検討 を行います。  

上 記 の 結 果 、 「 焼 却 」 及 び 「 ハ イ ブ リ ッ ド （ メ タ ン ガ ス 化 ＋ 焼 却 ） 」

を検討対 象 と し ま す 。  

な お 、 「 焼 却 」 に つ い て は 、 近 年 の 建 設 実 績 が 最 も 多 い 「 ス ト ー カ

式」と、 み ど り 園 で 実 績 の ある「流 動床式」を対象と します。  
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図表２－14 選定した処理方式の概要（ストーカ式） 

 

 

焼却方式（ストーカ式） 

技術概要 

投入されたごみは、火格子の上を移動しながら、乾燥、燃焼、後燃焼の過程を経

て、焼却灰の大部分は炉下灰として排出される。 

ごみ処理における長期の実績があり、技術の熟度は最も高い。燃焼管理や除去技

術の進歩により、ダイオキシン対策も確立されている。 

主な特徴 

・ 国内において一番歴史が長く、実績も多い。 

・ 燃焼は緩やかで、安定燃焼するため、助燃材は必要としない。 

・ 低空気比燃焼を実施した場合は排ガス量が低減するため、排ガス処理設備が小

規模となる。 

・ ごみホッパの入口サイズ以下であれば、破砕する必要はない（約70㎝以下であ

れば問題なく焼却処理できる。）。 

・ 流動物は焼却できない（噴霧等による場合を除く。）。 

・ 高水分の廃棄物は、乾燥が必要となる（未燃残渣が増え、炉内温度の低下につ

ながるため。）。 

主な 

導入実績 

・ 武蔵野クリーンセンター（東京都：2017.3 竣工：120ｔ／日） 

・ ふじみ野市・三芳町環境センター（埼玉県：2016.10 竣工：142ｔ／日） 

・ 野洲クリーンセンター（滋賀県：2016.9 竣工：43ｔ／日） 

・ やまとクリーンパーク（奈良県：2017.3 竣工：120ｔ／日） 

・ 葛城市クリーンセンター（奈良県：2017.3 竣工：50ｔ／日） 

・ 下呂市クリーンセンター（岐阜県：2019.3 竣工：60ｔ／日） 

・ クリーンヒル天山（佐賀県：2020.3 竣工：57ｔ／日） 
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図表２－15 選定した処理方式の概要（流動床式） 

 

 

焼却方式（流動床式） 

技術概要 

炉内に流動砂が入っており、この砂を高温に熱し、風圧により流動化させる。 

高温で流動した炉内に、破砕したごみを投入し、短時間で燃焼させる。砂の保有

熱により燃焼が補助されるため、汚泥等の燃焼はストーカ式よりも優れる。 

焼却灰の大部分は飛灰として排出される。 

主な特徴 

・ 焼却するごみ質は低質ごみから高質ごみまで適用範囲が広い。 

・ 炉の起動・停止が速い。 

・ 未燃分が極めて少ない。 

・ 焼却するごみの前処理破砕が必要（約10～30㎝程度） 

・ 金属等の不燃物の混入に限界がある（金属等の不燃物量に伴い、流動砂も増

え、流動砂の抜き出しが困難となる。その他、流動砂排出装置の能力の低下

や、流動砂の循環量の増加による熱損失が増加する場合がある。）。 

・ 塩類等の低融点成分を多く含むものは適さない。 

・ 短時間燃焼のため、ごみ質、ごみ量の変動の影響を受けやすい。 

主な 

導入実績 

・ 壬生町清掃センター焼却施設（栃木県：1999.3 竣工：70ｔ／日） 

・ 大東清掃センターごみ焼却施設（岩手県：1999.8 竣工：80ｔ／日） 

・ 本渡地区清掃センター（熊本県：2000.3 竣工：93ｔ／16ｈ） 

 

 

図表２－16 選定した処理方式の概要（ハイブリッド方式） 

 

 ハイブリッド（メタンガス化＋焼却）方式 

技術概要 
ごみ（生ごみ、紙等）をメタン発酵させ、バイオガスを回収する施設と、発酵

残渣及び発酵に不適な燃えるごみ（プラスチック等）を焼却する施設を併設する

方式 

主な特徴 

・ 焼却処理されていた生ごみ等の廃棄物系バイオマスを分別してメタン発酵さ 

  せバイオガスを回収することで、焼却によるごみ発電よりも高効率のエネル

ギー回収が可能となる。 

・ 前処理としてごみを選別、破砕する必要がある。 

・ ごみの分別を十分に行う必要がある。 

・ 発酵残渣は肥料として活用できる。 

・ 焼却方式に比べ、全体施設規模が大型化する。 

主な 

導入実績 

・ 南但クリーンセンター（兵庫県：2013.3 竣工：79ｔ／日（メタンガス化：36  

  ｔ／日、焼却：43ｔ／日）） 

・ 防府市クリーンセンター（山口県：2014.3 竣工： 201.5ｔ／日（メタンガス

化：51.5ｔ／日、焼却：150ｔ／日）） 
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第３章  基本フレームの設定  

 

１  計画処理量  

⑴  施設整備の計画目標年次  

施 設 整 備 に 当 た っ て の 計 画 目 標 年 次 は 、 国 の 通 知 ※
 に お い て 、 施

設 の 稼 働 予 定 年 度 か ら ７ 年 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 発 生 ご み 量 の 将 来

予 測 、 施 設 の 投 資 効 率 及 び 他 の 廃 棄 物 処 理 施 設 の 整 備 計 画 等 を 勘 案

し て 定 め た 年 度 と す る 旨 が 定 め ら れ て い ま す 。  

西 脇 市 と 多 可 町 の 総 人 口 は 、 年 々 減 少 す る 見 込 み で あ る た め 、 稼

働 後 ７ 年 目 ま で で 計 画 処 理 対 象 ご み 量 が 最 大 と な る の は 、 本 施 設 の

稼 働 開 始 予 定 年 度 の 2024（ 令 和 ６ ） 年 度 と な り ま す 。  

し た が っ て 、 本 計 画 で は 2024（ 令 和 ６ ） 年 度 を 施 設 整 備 の 計 画 目

標 年 次 と 設 定 し ま す 。  

 

※  「 廃 棄 物 処 理 施 設 整 備 費 国 庫 補 助 金 交 付 要 綱 の 取 扱 い に つ い て 」  

（ 平 成 15年 12月 15日 付 環 廃 対 発 第  031215002号 環 境 省 大 臣 官 房 廃

棄 物 ・ リ サ イ ク ル 対 策 部 廃 棄 物 対 策 課 長 通 知 ）  

 

⑵  将来ごみ排出量の推計  

ア  予測方法  

生 活 系 ご み 及 び 集 団 回 収 の 排 出 量 の 推 定 は 、 将 来 人 口 の 増 減 に

よ っ て ご み 排 出 量 が 増 減 す る た め 、 過 去 ５ 年 分 の 実 績 を 基 に ト レ

ン ド 推 計 を 行 い 、 ご み 排 出 原 単 位 の 推 計 値 に 将 来 人 口 の 推 計 値 を

乗 じ る こ と で 、 将 来 ご み 排 出 量 の 予 測 を 行 い ま し た 。  

一 方 で 、 事 業 系 ご み の 排 出 量 の 推 計 は 、 人 口 に よ る 影 響 が 少 な

い と 考 え ら れ る た め 、 過 去 ５ 年 分 の ご み 排 出 量 の 実 績 を 用 い て ト

レ ン ド 推 計 を 行 い 、 ご み 排 出 量 の 予 測 を 行 い ま し た 。  

 

イ  ごみ排出量  

本 地 域 に お け る ご み 排 出 量 推 計 を 行 っ た 結 果 を 図 表 ３ － １ に 示

し ま す 。 合 計 で は 、 2017（ 平 成 29） 年 度 か ら 新 ご み 処 理 施 設 が 稼

働 す る 2024（ 令 和 ６ ） 年 度 ま で に お い て 人 口 が 約  4,000人 減 少 す

る こ と が 予 測 さ れ て お り 、 ご み の 総 排 出 量 も  1,000ｔ 程 度 減 少 す

る 見 込 み で す 。  
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図 表 ３ － １  ご み 排 出 量 の 推 計 （ 西 脇 市 、 多 可 町 合 計 ）  

 単 位  
実 績 値  推 計 値  

平 成 29年 度  令 和 ６ 年 度  

行 政 人 口  人  62,671 58,615 

生 活 系 ご み 排 出 量  ｔ ／ 年  10,301 9,656 

事 業 系 ご み 排 出 量  ｔ ／ 年  4,696 4,907 

集 団 回 収 量  ｔ ／ 年  2,008 1,533 

総 排 出 量  ｔ ／ 年  17,005 16,096 

１ 人 １ 日 当 た り 排 出 量  ｇ ／ 人 ・ 日  743.4 752.3 

※ ご み 排 出 量 等 の 推 移 、 ト レ ン ド 推 計 に つ い て は 、 資 料 編 ２ ご み 排

出 量 推 計 を 参 照  

 

 

図 表 ３ － ２  ご み 排 出 量 の 推 計 （ 西 脇 市 、 多 可 町 合 計 ）  
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図 表 ３ － ３  生 活 系 ご み 排 出 量 （ 西 脇 市 、 多 可 町 合 計 ）  

（ 単 位 ： ｔ ／ 年 ）  

 
実 績 値  推 計 値  

平 成 29年 度  令 和 ６ 年 度  

収 集  

燃 え る ご み  8,765  8,210  

容 器 包 装 プ ラ  332  305  

ペ ッ ト ボ ト ル  38  37 

金 属 類  195  184  

ビ ン  321  258  

廃 プ ラ  0 62  

剪 定 枝  0  11  

そ の 他 の 不 燃 物 類  186  175  

大 型 ご み  29  23  

収 集 合 計  9,866 9,265  

直 接

搬 入  

大 型 ご み  435  391  

直 接 搬 入 合 計  435  391  

生 活 系 ご み 合 計  10,301 9,656  

 

 

図 表 ３ － ４  事 業 系 ご み 排 出 量 （ 西 脇 市 、 多 可 町 合 計 ）  

（ 単 位 ： ｔ ／ 年 ）  

 
実 績 値  推 計 値  

平 成 29年 度  令 和 ６ 年 度  

収 集  

燃 え る ご み  3,241  3,259  

ビ ン  23  23  

そ の 他 の 不 燃 物 類  24  25  

収 集 合 計  3,288  3,308  

直 接

搬 入  

燃 え る ご み  1,317  1,135  

金 属 類  2  2  

ビ ン  6  5  

そ の 他 不 燃 物 類  83  84  

道 路 剪 定 枝  0  373  

直 接 搬 入 合 計  1,408  1,599  

事 業 系 ご み 合 計  4,696  4,907  

注 ： 四 捨 五 入 の 関 係 で 合 計 と 内 訳 の 計 が 一 致 し な い 場 合 が あ り ま す 。  

 

  



19 

 

図 表 ３ － ５  集 団 回 収 量 （ 西 脇 市 、 多 可 町 合 計 ）  

（ 単 位 ： ｔ ／ 年 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
実 績 値  推 計 値  

平 成 29年 度  令 和 ６ 年 度  

紙 類  1,591  1,164  

紙 パ ッ ク  5  5  

金 属 類  138  128  

ガ ラ ス 類  1  1  

ペ ッ ト ボ ト ル  23  22  

白 色 ト レ イ  2  3  

容 器 包 装 プ ラ  1  1  

プ ラ ス チ ッ ク 類  0  0  

布 類  247  209  

集 団 回 収 合 計  2,008  1,533  
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⑶  計画目標年次の処理フロー  

計 画 目 標 年 次 で あ る 2024（ 令 和 ６ ） 年 度 に お け る 処 理 フ ロ ー を 次

に 示 し ま す 。  

現 在 、 み ど り 園 で は 、 焼 却 処 理 後 の 飛 灰 及 び 焼 却 灰 は 、 大 阪 湾 広

域 臨 海 環 境 整 備 セ ン タ ー （ 大 阪 湾 フ ェ ニ ッ ク ス セ ン タ ー ） に お い て

全 て 最 終 処 分 し て い ま す が 、 新 ご み 処 理 施 設 の 稼 働 後 は 、 一 部 を セ  

メ ン ト 原 料 化 施 設 へ 搬 出 す る な ど 、 資 源 化 方 策 に つ い て 検 討 し ま す 。  

な お 、 ご み の 分 別 体 制 に つ い て は 、 現 在 の 体 制 を 引 き 継 ぎ ま す 。  

 

図 表 ３ － ６  計 画 目 標 年 次 の 処 理 フ ロ ー  

  

保管

保管

金 属 類 選別・圧縮 再生業者

マテリアルリサイクル施設

再生業者

保管

保管

再生業者

その他の不燃物類 埋立地（はやすCC)

大型ごみ

選別・破砕・圧縮

（可　　　　燃）

（不　　　　燃）
再生業者

（資　　　　源）

修　理

保管

（可　　　　燃）

（不　　　　燃）

（資　　　　源）

ペットボトル

選別・圧縮

（可　　　　燃）
保管（不　　　　燃）

（資　　　　源）

再生業者
新聞・雑誌・チラシ・ダンボール・古ボール・紙パック・アルミ缶・ビールビン等

（品目は実施団体による）

小型家電 再生業者
保管

焼却処理
又は

メタンガス＋焼却処理

持込み紙類等

ビ　　ン

容器包装プラ

集団回収

選別・圧縮

再生業者

再生業者

販　売

区分 中間処理 最終処分

飛灰
焼却灰

大阪湾フェニックス
センター

新ごみ処理施設

エネルギー回収施設

セメント原料化施設

焼却残渣
（金属類等）

燃えるごみ

再生業者

※選別可燃（大型ごみ・容器包装プラ・ペッ

トボトル）は焼却処理へ

※

※

※
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２  計画ごみ質  

計 画 ご み 質 と は 、 計 画 目 標 年 次 に お け る 将 来 の ご み 質 の こ と で あ り 、

西 脇 市 と 多 可 町 か ら 排 出 さ れ る 可 燃 ご み の ご み 質 を 基 に 設 定 す る 必 要 が

あ り ま す 。 推 計 に は 、 資 料 編 ２ ⑵ イ 計 画 ご み 質 （ 低 位 発 熱 量 ） の 設 定 で

記 載 し た ご み 質 調 査 結 果 を 使 用 し ま す 。  

設 定 し た 将 来 の 計 画 ご み 質 を 図 表 ３ － ７ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ３ － ７  計 画 ご み 質  

 計 画 ご み 質  

低 質 ご み  6,600kJ／ kg  

基 準 ご み  10,150kJ／ kg  

高 質 ご み  16,500kJ／ kg  
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３  施設規模及び系列数  

新 ご み 処 理 施 設 の 施 設 規 模 は 、 「 ご み 処 理 施 設 整 備 の 計 画 ・ 設 計 要

領 2017改 訂 版 （ 公 益 社 団 法 人 全 国 都 市 清 掃 会 議 ） 」 （ 以 下 「 計 画 ・ 設

計 要 領 」 と い い ま す 。 ） で 示 さ れ る 計 算 方 法 で 算 定 を 行 い ま し た 。  

施 設 規 模 は 、 次 の と お り と な り ま す 。 な お 、 今 後 策 定 す る 処 理 施 設

整 備 基 本 計 画 で 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 う こ と と し ま す 。  

 

■  施設規模の算定結果  

エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設  ： 55.0ｔ ／ 日  

リ サ イ ク ル 施 設    ：  5.5ｔ ／ 日  

ス ト ッ ク ヤ ー ド   ：  200㎡  

 

⑴  エネルギー回収施設  

ア  施設規模  

施 設 規 模 は 、 計 画 ・ 設 計 要 領 で 示 さ れ る 次 の 計 算 式 に よ り 算 出

し ま し た 。  

 

【 計 算 式 】  

施 設 規 模 （ ｔ ／ 日 ）  

＝  計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 ÷実 稼 働 率 ÷調 整 稼 働 率  

 

(ｱ) 計画年間日平均処理量  

計 画 目 標 年 次 で あ る 2024（ 令 和 ６ ） 年 度 に お け る 年 間 処 理 量

は 、 ご み 量 推 計 結 果 よ り 、 13,389ｔ ／ 年 と な っ て い ま す 。 内 訳

を 図 表 ３ － ８ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ３ － ８  目 標 年 次 の 年 間 処 理 量 の 内 訳  

（ 単 位 ： ｔ ／ 年 ）  

項 目  年 間 処 理 量  

焼 却 処 理 量 （ 燃 え る ご み ＋ 剪 定 枝 +廃 プ ラ － 焼 却

前 資 源 化 量 ＋ 選 別 残 渣 ）  
13,389 

 燃 え る ご み  12,604 

剪 定 枝  384 

廃 プ ラ  62 

焼 却 前 資 源 化 量 （ 紙 類 ）  1 

選 別 残 渣 （ 大 型 ご み (可 燃 分 )）  324 

選 別 残 渣 （ 容 包 プ ラ (可 燃 分 )）  2 

選 別 残 渣 （ そ の 他 不 燃 (可 燃 分 )）  14 
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よ っ て 、 計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 は 、 次 の と お り と な り ま す 。  

 

計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 （ ｔ ／ 日 ）  

＝ 13,389（ ｔ ／ 年 ） ÷ 365（ 日 ／ 年 ）  

＝  36.68（ ｔ ／ 日 ）  

 

(ｲ) 実稼働率  

実 稼 働 率 は 、 年 間 停 止 日 数 （ 適 正 な 運 転 管 理 を 行 う た め に 必  

要 な 整 備 や 点 検 等 に よ っ て 、 運 転 で き な い 日 数 ） を  365日 か ら

差 し 引 き 算 出 し ま す 。  

年 間 停 止 日 数 は 、 次 の 日 数 を 使 用 し ま す 。  

 

<年 間 停 止 日 数 > 

・ 補 修 整 備 期 間  ： 30日  

・ 補 修 点 検 期 間  ： 30日 （ 15日 ×２ 回 ）  

・ 全 停 止 期 間   ： ７ 日  

・ 起 動 に 要 す る 日 数  ： ９ 日 （ ３ 日 ×３ 回 ）  

・ 停 止 に 要 す る 日 数  ： ９ 日 （ ３ 日 ×３ 回 ）  

合 計   85日  

 

合 計 85日 間 の 年 間 停 止 日 数 を 見 込 む と 、 年 間 実 稼 働 日 数 は 、

280（ 365－ 85） 日 と な り ま す 。  

 

よ っ て 、 実 稼 働 率 は 、 次 の と お り と な り ま す 。  

 

実 稼 働 率 ＝  280（ 日 ） ÷ 365（ 日 ） ＝  0.767 

 

(ｳ) 調整稼働率  

調 整 稼 働 率 は 、 故 障 や 災 害 等 の や む を 得 な い 一 時 停 止 等 の た

め 、 処 理 能 力 が 低 下 す る こ と を 考 慮 し た 係 数 で 、 0.96を 使 用 し

ま す 。  

 

調 整 稼 働 率 ： 0.96 

 

  



24 

(ｴ) 施設規模  

計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 、 実 稼 働 率 、 調 整 稼 働 率 か ら 算 出 さ れ

る 施 設 規 模 は 、 次 の と お り と な り ま す 。  

  

施 設 規 模 （ ｔ ／ 日 ）  ＝  36.68（ ｔ ／ 日 ） ÷ 0.767÷0.96 

＝  49.81（ ｔ ／ 日 ）  

 

な お 、 施 設 規 模 の 算 定 に 当 た っ て は 、 災 害 廃 棄 物 処 理 に 対 す

る 一 定 の 余 裕 （ 施 設 規 模 に 対 し て 10％ ） を 考 慮 す る こ と と し ま

す 。 以 上 の こ と か ら 、 施 設 規 模 は 、 次 の と お り と な り ま す 。  

 

施 設 規 模 （ ｔ ／ 日  災 害 廃 棄 物 考 慮 ）  

＝  49.81（ ｔ ／ 日 ） ＋  4.98（ ｔ ／ 日 ） ［ 10％ ］  

＝  54.79（ ｔ ／ 日 ）  

≒  55（ ｔ ／ 日 ）  

 

(ｵ) 系列数  

第 １ 章 ４ 基 本 方 針 に 示 し た 「 ⑶ 安 全 ・ 安 心 な 施 設 」 、 「 ⑷ 住  

民 か ら 信 頼 さ れ る 施 設 」 、 「 ⑸ 経 済 性 ・ 効 率 性 に 配 慮 し た 施 設 」  

の 視 点 か ら 、 安 全 で 安 定 的 か つ 経 済 的 ・ 効 率 的 な 処 理 が で き る  

よ う 設 備 の 系 列 数 を 設 定 し ま す 。  

焼 却 方 式 の 場 合 、 原 則 ２ 炉 又 は ３ 炉 と さ れ て い ま す が 、 当 施

設 で は 施 設 規 模 、 点 検 補 修 等 の 維 持 管 理 及 び 故 障 時 の リ ス ク 等

も 勘 案 し 、 ２ 炉 構 成 を 基 本 と し ま す （ 次 頁 参 照 ） 。  

ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 の 場 合 、 経 済 性 等 を 考 慮 し て 、 １ 系 列 （ メ

タ ン ガ ス 化 設 備  ×１ 基 、 焼 却 炉 ×１ 炉 ） で 検 討 し ま す 。  
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【 参 考 】  

施 設 整 備 規 模 と 焼 却 炉 の 数 の 考 え 方 に つ い て は 、 計 画 ・ 設 計 要 領 で

は 次 の と お り 示 さ れ て い ま す 。  

 

〇  適 正 な ご み 焼 却 施 設 の 整 備 規 模  

施 設 規 模 は ご み 焼 却 量 に 対 し て 適 正 な も の と す る 必 要 が あ る 。  

⑴  計 画 目 標 年 次 に お け る ご み の 発 生 量 及 び 処 理 量 は 、 将 来 人 口

並 び に 排 出 抑 制 及 び 集 団 回 収 等 に よ る ご み 減 量 効 果 等 を 的 確 に

見 込 ん で 予 測 す る 。  

⑵  ご み 焼 却 炉 の 数 に つ い て は 、 原 則 と し て ２ 炉 又 は ３ 炉 と し 、

炉 の 補 修 点 検 時 の 対 応 、 経 済 性 等 に 関 す る 検 討 を 十 分 に 行 い 決

定 す る 。  

⑶  施 設 の 稼 働 率 は 70％ 以 上 と す る 。 こ こ で 示 す 稼 働 率 と は 、

計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 ※ を 整 備 規 模 で 除 し た 係 数 で あ る 。  

⑷  ご み ピ ッ ト 容 量 は 、 安 定 的 な ご み 処 理 の た め に 施 設 規 模 の ５

～ ７ 日 分 と す る 。  

 

※  計 画 ・ 設 計 要 領 で は 、 計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 に つ い て は 、 災

害 廃 棄 物 処 理 量 は 含 ま れ て い ま せ ん 。  
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⑵  リサイクル施設  

ア  施設規模  

施 設 規 模 は 、 計 画 ・ 設 計 要 領 で 示 さ れ る 次 の 計 算 式 に よ り 算 出

し ま し た 。  

 

【 計 算 式 】  

施 設 規 模 （ ｔ ／ 日 ）  

＝ 計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 ÷実 稼 働 率 ×計 画 月 最 大 変 動 係 数  

 

(ｱ) 計画年間日平均処理量  

計 画 目 標 年 次 で あ る 2024（ 令 和 ６ ） 年 度 に お け る リ サ イ ク ル

施 設 で の 年 間 処 理 量 は 、 ご み 量 推 計 結 果 よ り  942ｔ ／ 年 と な っ

て い ま す 。 内 訳 を 図 表 ３ － ９ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ３ － ９  リ サ イ ク ル 施 設 の 年 間 処 理 量  

（ 単 位 ： ｔ ／ 年 ）  

項 目  年 間 処 理 量  

資 源 ご み  528 

 容 器 包 装 プ ラ  305 

ペ ッ ト ボ ト ル  37 

金 属 類  186 

大 型 ご み (選 別 処 理 対 象 ) 414 

処 理 量 合 計  942 

 

よ っ て 、 計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 は 、 次 の と お り と な り ま す 。  

 

計 画 年 間 日 平 均 処 理 量  

・ 容 器 包 装 プ ラ  

305（ ｔ ／ 年 ） ÷ 365（ 日 ／ 年 ） ＝  0.836（ ｔ ／ 日 ）  

・ ペ ッ ト ボ ト ル  

37（ ｔ ／ 年 ） ÷ 365（ 日 ／ 年 ） ＝  0.101（ ｔ ／ 日 ）  

・ 金 属 類   

186（ ｔ ／ 年 ） ÷ 365（ 日 ／ 年 ） ＝  0.510（ ｔ ／ 日 ）  

・ 大 型 ご み （ 選 別 処 理 対 象 ）  

414（ ｔ ／ 年 ） ÷ 365（ 日 ／ 年 ） ＝  1.134（ ｔ ／ 日 ）  
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(ｲ) 実稼働率  

実 稼 働 率 は 、 年 間 停 止 日 数 （ 適 正 な 運 転 管 理 を 行 う た め に 必  

要 な 整 備 や 点 検 等 に よ っ て 、 運 転 で き な い 日 数 ） を  365日 か ら

差 し 引 い て 算 出 し ま す 。  

年 間 停 止 日 数 は 、 次 の 日 数 を 使 用 し ま す 。  

 

＜ 年 間 停 止 日 数 ＞  

・ 土 曜 日 、 日 曜 日  104日 （ 52週 ×２ 日 ）  

・ 国 民 の 祝 日    15日 （ 16日 － １ 日 （ 元 日 分 ） ）  

・ 年 末 年 始     ５ 日 （ 12／ 30～ １ ／ ３ ）  

合 計   124日  

 

合 計  124日 間 の 年 間 停 止 日 数 を 見 込 む と 、 年 間 実 稼 働 日 数 は

241（  365－  124） 日 と な り ま す 。  

 

よ っ て 、 実 稼 働 率 は 、 次 の と お り と な り ま す 。  

 

実 稼 働 率 ＝  241（ 日 ） ÷ 365（ 日 ） ＝  0.660 

 

(ｳ) 計画月最大変動係数  

計 画 月 最 大 変 動 係 数 は 、 ご み 量 実 績 か ら 算 出 し ま す が 、 本 計

画 で は 、 「 ご み 処 理 施 設 構 造 指 針 解 説 」 に 示 さ れ る 1.15と し ま

す 。  

な お 、 今 後 策 定 す る 施 設 整 備 基 本 計 画 で 必 要 に 応 じ て 見 直 し

を 行 い ま す 。  

 

計 画 月 最 大 変 動 係 数 ： 1.15 
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(ｴ) 施設規模  

処 理 対 象 ご み 別 の 計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 、 実 稼 働 率 、 計 画 月  

最 大 変 動 係 数 か ら 算 出 さ れ る 施 設 規 模 は 、 次 の と お り と な り ま  

す 。  

 

施 設 規 模  

・ 容 器 包 装 プ ラ  

0.836（ ｔ ／ 日 ） ÷ 0.660×1.15 ＝  1.456 

≒  2.0（ ｔ ／ 日 ）  

・ ペ ッ ト ボ ト ル  

0.101（ ｔ ／ 日 ） ÷ 0.660×1.15 ＝  0.175 

≒  0.5（ ｔ ／ 日 ）  

・ 金 属 類   

0.510（ ｔ ／ 日 ） ÷ 0.660×1.15 ＝  0.888 

≒  1.0（ ｔ ／ 日 ）  

・ 大 型 ご み （ 選 別 処 理 対 象 ）  

1.134（ ｔ ／ 日 ） ÷ 0.660×1.15 ＝  1.975 

≒  2.0（ ｔ ／ 日 ）  

 

施 設 規 模 （ ｔ ／ 日 ） ＝  2.0＋  0.5＋  1.0＋  2.0 

             ＝  5.5（ ｔ ／ 日 ）  

 

(ｵ) 系列数  

リ サ イ ク ル 施 設 の 系 列 数 （ 処 理 系 統 数 ） に 関 し て は 、 資 源 ご

み （ 容 器 包 装 プ ラ 、 ペ ッ ト ボ ト ル 、 金 属 類 ） 及 び 大 型 ご み の ４

種 別 に ４ 系 統 の 処 理 ラ イ ン を 設 け る こ と が 考 え ら れ ま す 。  

な お 、 資 源 ご み に 関 し て は 、 受 入 供 給 設 備 （ ホ ッ パ や ヤ ー ド ）

で 個 別 に 受 入 貯 留 し 、 手 選 別 処 理 設 備 等 の 導 入 に よ り 後 段 の 選  

別 処 理 を 共 通 化 し た １ 系 統 の 処 理 ラ イ ン で 行 う こ と も 考 え ら れ

ま す 。  

エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 と リ サ イ ク ル 施 設 の 全 体 配 置 計 画 の 詳 細

は 、 今 後 策 定 す る 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 で 検 討 し 、 最 適 な 処 理

ラ イ ン を 設 定 し ま す 。  
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⑶  ストックヤード  

ア  施設規模  

施 設 規 模 は 、 保 管 日 数 、 保 管 高 さ 及 び 重 機 等 に よ る 作 業 ス ペ ー

ス を 考 慮 し て 設 定 し ま す 。  

 

【 計 算 式 】  

施 設 規 模 （ ㎡ ）  

＝ 計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 ×保 管 日 数 ÷保 管 高 さ  

÷単 位 体 積 重 量 ÷保 管 ス ペ ー ス 割 合  

 

(ｱ) 計画年間日平均処理量  

計 画 目 標 年 次 で あ る 2024（ 令 和 ６ ） 年 度 に お け る 年 間 処 理 量

は 、 ご み 量 推 計 結 果 よ り 、  660ｔ ／ 年 と な っ て い ま す 。 内 訳 を

図 表 ３ － 10に 示 し ま す 。  

 

図 表 ３ － 10 ス ト ッ ク ヤ ー ド の 年 間 処 理 量  

（ 単 位 ： ｔ ／ 年 ）  

項 目  年 間 処 理 量  

資 源 ご み  287 

 ビ ン  287 

道 路 剪 定 枝  373 

処 理 量 合 計  660 

 

よ っ て 、 計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 は 、 次 の と お り と な り ま す 。  

 

計 画 年 間 日 平 均 処 理 量  

・ ビ ン  

287（ ｔ ／ 年 ） ÷ 365（ 日 ／ 年 ） ＝  0.786（ ｔ ／ 日 ）  

・ 道 路 剪 定 枝  

373（ ｔ ／ 年 ） ÷ 365（ 日 ／ 年 ） ＝  1.022（ ｔ ／ 日 ）  

 

(ｲ) 保管日数  

保 管 日 数 は 、 次 の と お り 設 定 し ま す 。  

 

保 管 日 数 ： 14日  
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 (ｳ) 保管高さ  

保 管 高 さ は 、 次 の と お り 設 定 し ま す 。  

 

保 管 高 さ ：  2.0ｍ  

 

(ｴ) 単位体積重量  

保 管 対 象 物 で あ る ビ ン 及 び 道 路 剪 定 枝 の 単 位 体 積 重 量 は 、 次

の と お り 設 定 し ま す 。  

 

単 位 体 積 重 量 ： ビ ン     0.29（ ｔ ／ ㎥ ）  

道 路 剪 定 枝  0.10（ ｔ ／ ㎥ ）  

 

(ｵ) 保管スペース割合  

作 業 ス ペ ー ス を 確 保 す る た め に 、 保 管 面 積 に 対 し て 保 管 ス ペ

ー ス を 次 の 割 合 で 設 定 し ま す 。  

 

保 管 ス ペ ー ス 割 合 ： 60％  

 

(ｶ) 施設規模  

計 画 年 間 日 平 均 処 理 量 、 保 管 日 数 、 保 管 高 さ 、 単 位 体 積 重 量 、

保 管 ス ペ ー ス 割 合 か ら 算 出 さ れ る 施 設 規 模 は 、 次 の と お り と な  

     り ま す 。  

 

ビ ン に 要 す る 施 設 規 模 （ ㎡ ）  

＝  0.786（ ｔ ／ 日 ） ×14（ 日 ） ÷ 2.0（ ｍ ） ÷0.29（ ｔ ／ ㎥ ）  

÷ 0.6 

＝ 31.6（ ㎡ ）  

 

道 路 剪 定 枝 に 要 す る 施 設 規 模 （ ㎡ ）  

＝  1.022（ ｔ ／ 日 ） ×14（ 日 ） ÷ 2.0（ ｍ ） ÷0.10（ ｔ ／ ㎥ ）  

÷ 0.6 

＝  119.2（ ㎡ ）  

 

施 設 規 模 合 計 （ ㎡ ）  

＝ 31.6（ ㎡ ） ＋  119.2（ ㎡ ）  

＝  150.8（ ㎡ ）  

≒  200（ ㎡ ）  
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第４章  施設基本計画の検討  

 

新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に 当 た っ て は 、 単 に ご み を 焼 却 処 理 す る だ け で

は な く 、 ご み 処 理 に 伴 い 発 生 す る エ ネ ル ギ ー を 積 極 的 に 回 収 し 、 利 活 用

す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

リ サ イ ク ル セ ン タ ー で は 、 収 集 し た ご み を で き る 限 り 資 源 と し て 再 利

用 で き る よ う 、 適 切 に 選 別 処 理 す る 機 能 の ほ か 、 ご み の 減 量 や リ サ イ ク

ル に 係 る 啓 発 機 能 や 環 境 学 習 機 能 を 整 備 し 、 循 環 型 社 会 の 形 成 を 推 進 す

る 地 域 の 拠 点 と し て の 役 割 が 求 め ら れ ま す 。  

ま た 、 環 境 対 策 と し て 、 ダ イ オ キ シ ン 類 を は じ め と す る 有 害 物 質 や 騒

音 、 振 動 、 悪 臭 等 に よ り 周 辺 環 境 等 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と の な い よ う 、

関 係 法 令 等 に 基 づ く 公 害 防 止 基 準 等 を 遵 守 し 、 常 に 安 全 か つ 安 定 し た 処

理 を 行 う こ と が 、 最 も 重 要 に な り ま す 。  

 

１  エネルギー回収施設の検討  

エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 は 、 新 ご み 処 理 施 設 に お い て 最 も 重 要 な 施 設 で

す 。 エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 の 選 定 は 、 回 収 し た エ ネ ル ギ ー の 利 用 方 法 の

ほ か 、 リ サ イ ク ル 率 、 資 源 化 率 と も 関 連 し ま す 。  

選 定 に 当 た っ て は 、 経 済 性 、 環 境 へ の 負 荷 、 エ ネ ル ギ ー 利 用 ま で 含

め て 、 総 合 的 に 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

⑴  エネルギー回収施設のごみ処理フロー  

焼 却 方 式 と ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 の ご み 処 理 フ ロ ー を 次 に 示 し ま す 。  

 

ア  焼却方式  

 

図 表 ４ － １  焼 却 方 式 の ご み 処 理 フ ロ ー  

 

 

  

可 燃 ご み  

破 砕 残 渣  

焼 却  

熱 回 収  

残 渣  

（ 不 燃 物 、 灰 ）  

排 出 ガ ス  



32 

イ  ハイブリッド方式  

 

図 表 ４ － ２  ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 の ご み 処 理 フ ロ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ  ごみ処理フロー（参考）  

一 例 と し て 、 焼 却 方 式 （ ス ト ー カ 式 ） の ご み 処 理 フ ロ ー を 図 表 ４ －

３ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ４ － ３  ご み 処 理 フ ロ ー （ ス ト ー カ 式 ）  

 

残 渣  

（ 不 燃 物 、 灰 ）

排 出 ガ ス  

バ イ オ ガ ス  

回 収  

熱 回 収  

可 燃 ご み  

破 砕 残 渣  

選 別  
メ タ ン  

発 酵  

焼 却  

（ 残 渣 ）  （ 発 酵 不 適 物 ）  

出 典 ： 計 画 ・ 設 計 要 領  
※ 発 電 機 の 有 無 等 に よ り 設 備 構 成 は 変 わ り ま す 。  
※ ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 の 場 合 も 焼 却 施 設 の フ ロ ー は 同 じ で す 。  
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 ⑵  残渣の処理  

   焼 却 処 理 残 渣 に つ い て は 、 現 行 ど お り 不 燃 物 は 「 み ど り 園 は や す ク

リ ー ン セ ン タ ー 」 に 、 飛 灰 及 び 焼 却 灰 に つ い て は 「 大 阪 湾 フ ェ ニ ッ ク  

ス セ ン タ ー 」 に お い て 最 終 処 分 す る ほ か 、 新 ご み 処 理 施 設 の 稼 働 後 は 、

一 部 を セ メ ン ト 原 料 化 施 設 へ 搬 出 す る こ と を 検 討 し ま す 。  

 

 

 ⑶  必要面積  

エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 の 設 置 に 必 要 な 面 積 は 、 土 地 の 形 状 、 動 線 及 び  

建 物 配 置 、 処 理 方 式 等 に よ り 異 な り ま す が 、 メ ー カ ー ア ン ケ ー ト  

（ 2019（ 令 和 元 ） 年 度 ７ 月 実 施 ） の 結 果 か ら 、 焼 却 方 式 の 場 合 で は お

お む ね  6,000㎡ 、 ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 の 場 合 で は お お む ね  7,000㎡ と な

っ て い ま す 。 こ れ ら は リ サ イ ク ル 施 設 の 面 積 を 含 ん で い ま す 。  
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⑷  公害防止計画  

廃 棄 物 の 処 理 は 、 周 辺 環 境 へ の 影 響 を 可 能 な 限 り 少 な く す る こ と が

最 も 重 要 で あ り 、 各 種 関 係 法 令 （ 大 気 汚 染 防 止 法 、 水 質 汚 濁 防 止 法 、

騒 音 規 制 法 、 振 動 規 制 法 、 悪 臭 防 止 法 等 ） や 関 係 条 例 に 基 づ い て 実 施

し な け れ ば な り ま せ ん 。  

本 計 画 で は 、 遵 守 す べ き 規 制 基 準 の 項 目 と そ の 内 容 に つ い て 整 理 し

ま す 。  

な お 、 新 ご み 処 理 施 設 に お い て は 、 法 令 を 遵 守 す る こ と は も と よ り 、

よ り 厳 し い 自 主 基 準 値 を 設 定 し 、 運 転 管 理 し ま す 。  

 

ア  大気  

エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 は 、 大 気 汚 染 防 止 法 に 定 め ら れ る ば い 煙 発

生 施 設 及 び 水 銀 排 出 施 設 並 び に ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 に

定 め ら れ る 特 定 施 設 に 該 当 し ま す 。 そ の た め 、 施 設 か ら の 排 ガ ス

は 、 ば い じ ん 、 硫 黄 酸 化 物 、 窒 素 酸 化 物 、 塩 化 水 素 、 ダ イ オ キ シ

ン 類 、 水 銀 等 に つ い て 、 関 係 法 令 で 定 め ら れ た 排 出 基 準 に 適 合 し

な け れ ば な り ま せ ん 。  

図 表 ４ － ４ に エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 に 適 用 さ れ る 法 規 制 の 項 目 を

示 し ま す 。  

ま た 、 図 表 ４ － ５ に 関 係 法 令 で 定 め ら れ て い る 排 ガ ス に 係 る 法

規 制 値 を 示 し ま す 。  

 

  図 表 ４ － ４  規 制 対 象 物 質 と 関 係 法 令  

項 目  関 係 法 令  

ば い じ ん  大 気 汚 染 防 止 法  

硫 黄 酸 化 物  大 気 汚 染 防 止 法  

窒 素 酸 化 物  大 気 汚 染 防 止 法  

塩 化 水 素  大 気 汚 染 防 止 法  

ダ イ オ キ シ ン 類  ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法  

水 銀 等  大 気 汚 染 防 止 法  
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図 表 ４ － ５  排 ガ ス に 係 る 規 制 基 準 値  

項 目  法 規 制 値  

ば い じ ん （ g／ N㎥ ）  0.15 

硫 黄 酸 化 物 ※  K=14.5又 は K=17.5 

窒 素 酸 化 物 （ ppm）  250 

塩 化 水 素 （ ppm）  約 430 

ダ イ オ キ シ ン 類 （ ng-TEQ／ N㎥ ）  5 

水 銀 等 （ mg／ N㎥ ）  0.03 

   廃 棄 物 焼 却 炉 （ 施 設 規 模 ２ ｔ ／ ｈ 未 満 ） の 新 設 施 設 の 基 準  

※  硫 黄 酸 化 物 に つ い て は 、 大 気 の 拡 散 に よ る 希 釈 を 前 提 と し て 、

ば い 煙 発 生 施 設 ご と に そ の 排 出 口 （ 煙 突 ） の 高 さ や 煙 突 内 筒 の 口

径 に 応 じ て 排 出 量 を 定 め る 「 Ｋ 値 規 制 方 式 」 が と ら れ て い る 。 な

お 、 Ｋ 値 は 地 域 ご と に 定 め ら れ て お り 、 西 脇 市 内 は Ｋ = 1 4 . 5、 多 可

町 内 は Ｋ = 1 7 . 5に 該 当 す る 。  

 

イ  排水  

ご み 処 理 施 設 は 、 水 質 汚 濁 防 止 法 で 定 め ら れ る 特 定 施 設 に 該 当

す る た め 、 同 法 の 排 出 基 準 を 遵 守 し な け れ ば な り ま せ ん 。  

ご み ピ ッ ト に 貯 ま っ た 汚 水 や 洗 車 排 水 、 生 活 排 水 、 ご み 処 理 の

過 程 で 発 生 す る 汚 水 に つ い て は 、 施 設 内 で 処 理 し 、 可 能 な 限 り 再

利 用 し 、 場 外 に 排 出 し な い 方 法 （ ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム ） を 計 画 し

ま す 。  

な お 、 施 設 外 に 排 出 せ ざ る を 得 な い 場 合 は 、 公 共 下 水 道 に 排 水

す る こ と と し ま す 。  

敷 地 内 に 降 っ た 雨 水 に つ い て も 、 可 能 な 限 り 利 用 す る 計 画 と し

ま す 。  
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ウ  騒音・振動  

新 ご み 処 理 施 設 か ら 発 生 す る 騒 音 ・ 振 動 は 、 敷 地 境 界 に お い て

騒 音 規 制 法 、 振 動 規 制 法 で 定 め ら れ る 規 制 基 準 を 厳 守 し な け れ ば

な り ま せ ん 。  

騒 音 ・ 振 動 の 法 規 制 値 を そ れ ぞ れ 図 表 ４ － ６ 及 び 図 表 ４ － ７ に

示 し ま す 。  

 

図 表 ４ － ６  騒 音 の 規 制 基 準 値  

時 間 の 区 分  

 

 

区 域 の 区 分  

朝  
(午 前 ６ 時 か ら

午 前 ８ 時 ま で )  

昼  間  
(午 前 ８ 時 か ら

午 後 ６ 時 ま で )  

夕  
(午 後 ６ 時 か ら

午 後 1 0時 ま で )  

夜  間  
(午 後 1 0時 か ら

翌 日 の 午 前 ６ 時

ま で )  

第 １ 種 区 域  4 5 d B 5 0 d B 4 5 d B 4 0 d B 

第 ２ 種 区 域  5 0 d B 6 0 d B 5 0 d B 4 5 d B 

第 ３ 種 区 域  6 0 d B 6 5 d B 6 0 d B 5 0 d B 

第 ４ 種 区 域  7 0 d B 7 0 d B 7 0 d B 6 0 d B 

 

 

図 表 ４ － ７  振 動 の 規 制 基 準 値  

時 間 の 区 分  

 

 

区 域 の 区 分  

昼  間  
(午 前 ８ 時 か ら  

午 後 ７ 時 ま で )  

夜 間  
(午 後 ７ 時 か ら  

翌 日 の 午 前 ８ 時 ま で )  

第 １ 種 区 域  6 0 d B 5 5 d B 

第 ２ 種 区 域  6 5 d B 6 0 d B 
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エ  悪臭  

新 ご み 処 理 施 設 で は 、 ご み を 貯 め て お く ご み ピ ッ ト を 設 置 す る

こ と と な り ま す が 、 こ こ が 悪 臭 の 発 生 源 と な る 可 能 性 が あ り 、 設

備 面 で の 対 策 や 適 切 な 維 持 管 理 が 求 め ら れ ま す 。 特 定 悪 臭 物 質 に

つ い て は 、 悪 臭 防 止 法 に 基 づ く 敷 地 境 界 の 規 制 基 準 を 遵 守 し な け

れ ば な り ま せ ん 。  

特 定 悪 臭 物 質 の 法 規 制 値 を 図 表 ４ － ８ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ４ － ８  特 定 悪 臭 物 質 の 規 制 基 準 値 （ 敷 地 境 界 ）  

(単 位 ： ppm) 

悪 臭 物 質 の 種 類  
法 規 制 値  

一 般 地 域  順 応 地 域  

ア ン モ ニ ア  1 5 

メ チ ル メ ル カ プ タ ン  0.002 0.01 

硫 化 水 素  0.02 0.2 

硫 化 メ チ ル  0.01 0.2 

二 硫 化 メ チ ル  0.009 0.1 

ト リ メ チ ル ア ミ ン  0.005 0.07 

ア セ ト ア ル デ ヒ ド  0.05 0.5 

プ ロ ピ オ ン ア ル デ ヒ ド  0.05 0.5 

ノ ル マ ル ブ チ ル ア ル デ ヒ ド  0.009 0.08 

イ ソ ブ チ ル ア ル デ ヒ ド  0.02 0.2 

ノ ル マ ル バ レ ル ア ル デ ヒ ド  0.009 0.05 

イ ソ バ レ ル ア ル デ ヒ ド  0.003 0.01 

イ ソ ブ タ ノ ー ル  0.9 20 

酢 酸 エ チ ル  3 20 

メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン  1 6 

ト ル エ ン  10 60 

ス チ レ ン  0.4 2 

キ シ レ ン  1 5 

プ ロ ピ オ ン 酸  0.03 0.2 

ノ ル マ ル 酪 酸  0.001 0.006 

ノ ル マ ル 吉 草 酸  0.0009 0.004 

イ ソ 吉 草 酸  0.001 0.01 
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２  リサイクル施設の検討  

⑴  処理対象物  

図 表 ４ － ９ に 現 行 の 資 源 物 等 の 処 理 方 法 と 将 来 の 処 理 方 法 を 示 し

ま す 。  

新 ご み 処 理 施 設 の 稼 働 後 も 分 別 体 制 に 変 更 は あ り ま せ ん の で 、 処

理 対 象 物 は 現 行 と 同 様 に 、 容 器 包 装 プ ラ 、 ペ ッ ト ボ ト ル 、 金 属 類 、

大 型 ご み と し ま す 。  

ま た 、 ビ ン 、 持 込 み 紙 類 等 、 小 型 家 電 に つ い て は 、 ス ト ッ ク ヤ ー

ド で 保 管 し 、 再 生 業 者 へ 引 き 渡 し ま す 。  

現 在 、 処 理 を せ ず に 再 生 業 者 に 引 き 渡 し て い る 容 器 包 装 プ ラ に つ

い て は 、 新 ご み 処 理 施 設 内 で 選 別 、 圧 縮 し 、 再 生 業 者 に 引 き 渡 す こ

と を 検 討 し ま す 。  

 

図 表 ４ － ９  資 源 ご み の 処 理 方 法  
 

区 分  現 行 の 処 理 方 法  新 施 設 の 処 理 方 法  
 

※ 機 能  

容 器 包 装 プ ラ  
保 管 後 再 生 業 者 へ 引

渡 し  

破 袋 、 選 別 、 圧 縮 後

再 生 業 者 へ 引 渡 し  
③ ④  

ペ ッ ト ボ ト ル  
破 袋 、 選 別 、 圧 縮 後

再 生 業 者 へ 引 渡 し  

破 袋 、 選 別 、 圧 縮 後

再 生 業 者 へ 引 渡 し  
③ ④  

金 属 類  
選 別 、 圧 縮 後 再 生 業

者 へ 引 渡 し  

選 別 、 圧 縮 後 再 生 業

者 へ 引 渡 し  
③ ④  

大 型 ご み  

選 別 、 破 砕 （ 後 に 可

燃 ・ 不 燃 ・ 資 源 へ ）  

選 別 、 破 砕 （ 後 に 可

燃 ・ 不 燃 ・ 資 源 へ ） 、

修 理 、 販 売  

① ② ③  

ビ ン  
保 管 後 再 生 業 者 へ 引

渡 し  

保 管 後 再 生 業 者 へ 引

渡 し  
⑤  

持 込 み 紙 類 等  
保 管 後 再 生 業 者 へ  

引 渡 し  

保 管 後 再 生 業 者 へ 引

渡 し  
⑤  

小 型 家 電  
保 管 後 再 生 業 者 へ  

引 渡 し  

保 管 後 再 生 業 者 へ 引

渡 し  
⑤  

   

※  リ サ イ ク ル 施 設 の 機 能  

① 可 燃 性 粗 大 ご み を 焼 却 可 能 な サ イ ズ に 破 砕 す る 。  

② 不 燃 ご み 、 不 燃 性 粗 大 ご み を 破 砕 、 選 別 し 、 有 価 物 を 回 収 す る 。  

③ 資 源 ご み を 減 容 化 す る 。  

④ 資 源 ご み を 選 別 し 資 源 化 す る 。  

⑤ 分 別 収 集 さ れ た 資 源 ご み 、 施 設 で 選 別 さ れ た 有 価 物 を 保 管 す る 。  
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⑵  処理フロー  

リ サ イ ク ル 施 設 に お け る 処 理 フ ロ ー を 図 表 ４ － 10に 示 し ま す 。  

 

図 表 ４ － 10 処 理 フ ロ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

破 袋 、 破 砕 、 選 別 、 圧 縮 の 各 設 備 に つ い て は 、 経 済 的 か つ 資 源 化

が 適 切 に 行 え る よ う 形 式 を 選 定 し ま す 。  

ま た 、 破 袋 及 び 選 別 に つ い て は 、 機 械 作 業 に よ る ほ か 、 手 作 業 に

よ る 方 法 も 検 討 し ま す 。  

 

 

  

金 属  選 別  圧 縮  再 生 業 者  

大 型 ご み  選 別  破 砕  
可 燃 物 ： エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設  
不 燃 物 ： 埋 立 地  
資 源 物 ： 再 生 業 者  

修 理  販 売

ペ ッ ト ボ ト ル  破 袋 選 別  圧 縮  再 生 業 者  

容 器 包 装 プ ラ  破 袋  選 別  再 生 業 者  圧 縮  
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３  啓発施設の検討  

リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 重 要 な 機 能 の 一 つ に 、 ご み の 減 量 や リ サ イ ク

ル の 推 進 に つ い て の 啓 発 、 環 境 学 習 等 の 情 報 発 信 及 び 施 設 の Ｐ Ｒ 機 能

が あ り ま す 。  

住 民 に 親 し ま れ な が ら 、 ご み の 減 量 、 リ サ イ ク ル 、 環 境 に つ い て 学

習 で き る 施 設 と な る よ う 検 討 し ま す 。  

 

⑴  備えるべき機能  

啓 発 施 設 に つ い て は 、 よ り 多 く の 住 民 の 利 用 に つ な が る よ う 様 々

な 機 能 、 工 夫 が 必 要 で す 。  

啓 発 施 設 に 必 要 な 機 能 と し て 、 次 の も の が 考 え ら れ ま す 。  

 

ア  展 示 ・ 啓 発  

展 示 ・ 啓 発 コ ー ナ ー 、 研 修 室 、 フ リ ー ス ペ ー ス 、 再 生 修 理 品 の

販 売 コ ー ナ ー 等  

 

イ  情 報 発 信 ・ 体 験 学 習 ・ 環 境 学 習   

施 設 Ｐ Ｒ 、 見 学 設 備 （ ル ー ト ） 、 ご み 等 に 関 す る 環 境 学 習 、 各

種 イ ベ ン ト 等  

 

ウ  地 域 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 支 援  

地 元 住 民 や 環 境 ・ 資 源 循 環 に 関 心 を 持 つ グ ル ー プ ・ 団 体 等 へ の

活 動 の 場 の 提 供  

 

⑵  啓発施設の検討  

み ど り 園 リ サ イ ク ル プ ラ ザ で は 、 図 表 ４ － 11に 示 す 機 能 を 有 し て

い ま す （ 他 の 自 治 体 等 の 啓 発 施 設 の 事 例 は 資 － 56か ら 資 － 66ま で を

参 照 ） 。  

 

図 表 ４ － 11 み ど り 園 リ サ イ ク ル プ ラ ザ に お け る 機 能  

種 別  機 能  整 備 状 況  内 容  

啓 発 施 設  

展 示 ・ 啓 発  
再 生 利 用 品 庫  

Ｒ シ ョ ッ プ  

再 生 修 理 品 の 展

示 ・ 販 売 を 行 う 。  

情 報 発 信 ・ 見 学 体

験 ・ 教 育 学 習  
体 験 ル ー ム  

研 修 ル ー ム  

リ サ イ ク ル バ ン ク  

体 験 教 室 や 小 学 生

の 見 学 ・ 研 修 を 行

う 。  
地 域 活 動 ・ コ ミ ュ ニ

テ ィ 形 成 の 支 援  
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⑶  啓発施設の概要  

啓 発 施 設 の 備 え る べ き 機 能 と 他 自 治 体 の 事 例 か ら 、 新 ご み 処 理 施

設 に お け る 啓 発 施 設 は 、 図 表 ４ － 12に 示 す も の を 中 心 に 検 討 し ま す 。  

ま た 、 災 害 時 の 緊 急 避 難 所 と し て 位 置 付 け る 事 例 も あ る こ と か ら 、

新 ご み 処 理 施 設 に お い て も 、 非 常 時 等 の 利 用 に つ い て も 検 討 し ま す 。  

 

図 表 ４ － 12 啓 発 施 設 の 概 要 （ 案 ）  

施 設  種 別  概 要  

啓 発 施 設  

環 境 学 習 コ ー ナ ー  

・ 環 境 や ご み 処 理 、 リ サ イ ク ル 、 ご

み 処 理 施 設 に つ い て 映 像 機 器 等 で

わ か り や す く 説 明 す る コ ー ナ ー  

・ ご み 処 理 の 工 程 が 見 学 で き る ル ー

ト の 設 置  

多 目 的 室  

・ 小 学 生 の 社 会 科 見 学 そ の 他 に 対 応

で き 、 40人 程 度 が 収 容 で き る ス ペ

ー ス 、 ３ Ｒ の 推 進 、 地 域 の 環 境 活

動 を 行 う グ ル ー プ が 活 動 で き る ス

ペ ー ス 等 、 大 小 の 部 屋 を 設 置  

体 験 工 房  
・ 廃 油 石 け ん づ く り や 、 リ ペ ア （ 修

理 ） 等 の 体 験 が で き る ス ペ ー ス  

リ ユ ー ス コ ー ナ ー  
・ 家 庭 か ら 出 た 日 用 品 や 衣 類 等 の 不

用 品 を 交 換 ・ 販 売 す る コ ー ナ ー  

リ サ イ ク ル 工 房  

・ ご み と し て 搬 入 さ れ た 家 具 等 を 修

理 ・ 再 生 す る 工 房  

・ 再 生 し た 家 具 等 の 展 示 ・ 引 き 渡 し

（ 販 売 ） を 行 う ス ペ ー ス  

緑 地  

・ 施 設 内 に 植 栽 等 の 環 境 を 整 備 し 、

周 辺 の 森 林 と 合 わ せ て 良 好 な 環 境

を Ｐ Ｒ  

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー  

活 用 施 設  

・ 環 境 Ｐ Ｒ も 兼 ね た 太 陽 光 発 電 シ ス

テ ム 等 を 設 置  
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４  管理施設等の検討  

ご み 処 理 施 設 に お け る 管 理 施 設 等 と し て は 、 管 理 棟 、 計 量 棟 、 洗 車

棟 、 車 庫 棟 、 駐 車 場 が あ り ま す 。  

新 ご み 処 理 施 設 に お い て も 、 こ れ ら の 施 設 を 計 画 し ま す 。  

整 備 す る 管 理 施 設 等 の 種 別 と そ の 計 画 概 要 を 図 表 ４ － 13に 示 し ま す 。  

 

図 表 ４ － 13 管 理 施 設 等 の 計 画 概 要  

施 設  種 別  計 画 概 要  

管 理 施 設 等  

管 理 棟  

・ ご み 処 理 施 設 全 体 の 管 理 運 営  

・ 施 設 の 管 理 運 営 方 式 に 合 わ せ て 必 要 な 機  

能 面 積 を 検 討  

・ リ サ イ ク ル 施 設 等 と 合 棟 に す る な ど 最 適

な 配 置 計 画 を 検 討  

計 量 棟  

・ 搬 入 車 両 、 退 場 車 両 の 重 量 を 計 測 し 、 ご

み 量 を 管 理  

・ 搬 入 車 両 の 渋 滞 が 発 生 し な い よ う 、 動 線

計 画 と 合 わ せ て 、 シ ス テ ム や 計 量 器 の 必

要 台 数 を 検 討  

洗 車 棟  

・ 退 場 す る ご み 搬 入 車 両 の 洗 車 設 備  

・ 安 全 か つ 円 滑 に 洗 車 で き る よ う 配 置 、 規

模 を 検 討  

・ 灰 搬 出 車 両 等 の 洗 車 に つ い て も 検 討  

車 庫 棟  

・ 管 理 用 車 両 、 ご み 収 集 車 及 び 場 内 作 業 用

車 両 の 置 場  

・ 必 要 台 数 を 検 討  

駐 車 場  

・ 搬 入 ・ 搬 出 車 両 と 啓 発 施 設 の 利 用 者 の 動

線 を 分 離 す る 等 、 安 全 面 に 配 慮 し た 配 置

を 検 討 し 、 必 要 台 数 分 を 確 保  

 

 

５  災害対策の検討  

新 ご み 処 理 施 設 に お い て は 、 災 害 時 に あ っ て も 安 全 か つ 安 定 し た ご

み 処 理 を 行 う こ と が 求 め ら れ る こ と か ら 、 自 然 災 害 を 想 定 し た 対 策 を

行 う 必 要 が あ り ま す 。  

建 物 や 設 備 の 耐 震 性 の 確 保 を は じ め 、 施 設 機 能 を 保 持 で き る よ う 計  

画 し ま す 。  
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 ６  再生可能エネルギー活用の検討  

  周 辺 環 境 や 住 民 の 生 活 環 境 へ の 負 荷 を 低 減 す る た め 、 再 生 可 能 エ ネ

ル ギ ー の 活 用 を 検 討 し 、 環 境 保 全 に 配 慮 し た 施 設 整 備 を 目 指 し ま す 。  

 

 

７  交付金等の活用  

ご み 処 理 施 設 の 整 備 に は 、 一 定 の 条 件 ※ の 下 、 国 の 循環 型 社 会 形 成

推 進 交 付 金 等 を 受 け る こ と が で き ま す 。  

新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に お い て は 、 交 付 金 そ の 他 の 有 利 な 財 源 の 活

用 を 考 慮 し た 計 画 と し ま す 。  

 

エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 に お い て は 、 国 の 定 め る エ ネ ル ギ ー 回 収 率 を 満

足 す る こ と で 、 交 付 金 が 交 付 さ れ ま す 。  

新 ご み 処 理 施 設 で の 交 付 要 件 の エ ネ ル ギ ー 回 収 率 を 資 － 44か ら 資 －

46に 示 し ま す 。  

  

■  焼却施設 （エネルギー回収率 ）  

 

エ ネ ル ギ ー 回 収 率 ＝ 熱 利 用 率 ＋ 発 電 効 率  

 

熱 利 用 率 は 、 ご み を 焼 却 し た 際 に 発 生 す る 発 熱 量 に 対 す る 施 設 内

外 で 有 効 利 用 さ れ た 熱 量 の 割 合 を い い 、 発 電 効 率 は 、 ご み を 焼 却 し

た 際 に 発 生 す る 発 熱 量 に 対 す る 発 電 出 力 を い い ま す 。  

      

■  メタンガス化施設 （熱利用率 ）  

 

 熱 利 用 率 ＝ バ イ オ ガ ス 利 用 熱 量 ×0.46÷投 入 ご み 量  

 

 

※  一定の条件  

・  地 域 の 循 環 型 社 会 を 形 成 す る た め の 基 本 的 事 項 等 を 記 し た 「 循

環 型 社 会 形 成 推 進 地 域 計 画 」 を 作 成 し 国 の 承 認 を 受 け る こ と 。  

・  対 象 地 域 は 、 人 口 ５ 万 人 以 上 又 は 面 積  400㎢ 以 上 で あ る こ と 。  

・  対 象 と な る 事 業 は 、 エ ネ ル ギ ー 回 収 型 廃 棄 物 処 理 施 設 や リ サ イ

ク ル に 係 る 施 設 で あ る こ と 。  
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第５章  回収エネルギー利用方法の検討  

 

１  回収エネルギー利用方法の動向  

⑴  焼却方式  

焼 却 方 式 で は 、 ご み の 燃 焼 に よ っ て 生 じ る 熱 エ ネ ル ギ ー は 、 蒸 気 、

高 温 空 気 又 は 温 水 と し て 回 収 さ れ 、 施 設 内 外 で 有 効 利 用 す る こ と が

で き ま す 。  

発 生 し た 熱 エ ネ ル ギ ー の 利 用 プ ロ セ ス を 図 表 ５ － １ に 示 し ま す 。  

 

図 表 ５ － １  熱 エ ネ ル ギ ー 利 用 プ ロ セ ス （ 焼 却 方 式 ）  

 

 

同 規 模 施 設 （ 30ｔ ／ 日 か ら 70ｔ ／ 日 ） に お け る 余 熱 利 用 事 例 を 図

表 ５ － ２ に 示 し ま す 。  

最 も 多 い の は 、 施 設 内 の 給 湯 や 暖 房 等 の 場 内 温 水 利 用 で 、 約 半 数

の 49％ の 施 設 で の 実 績 が あ り ま す 。 場 外 温 水 利 用 は ７ ％ で 、 そ の 利

用 用 途 は 温 浴 施 設 や 農 園 へ の 供 給 な ど と な っ て い ま す 。 ま た 、 発 電

利 用 は ４ 施 設 の み で ２ ％ と 少 数 で す 。  
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図 表 ５ － ２  回 収 エ ネ ル ギ ー 利 用 方 法  

 

      ※ 一 般 廃 棄 物 処 理 実 態 調 査 （ 2017（ 平 成 29） 年 度 ） を 基 に 作 成  
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⑵  ハイブリッド方式  

ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 は 、 メ タ ン 発 酵 に よ っ て 得 ら れ た バ イ オ ガ ス を  

有 効 活 用 す る こ と が 可 能 で す 。 バ イ オ ガ ス の 有 効 活 用 方 法 と し て は 、

ガ ス エ ン ジ ン に よ る 発 電 が 考 え ら れ ま す 。 し た が っ て 、 ハ イ ブ リ ッ  

ド 方 式 を 整 備 す る 場 合 は 、 ガ ス エ ン ジ ン に よ る 発 電 を 前 提 と し 、 焼

却 施 設 で 発 生 し た 熱 エ ネ ル ギ ー は 別 途 利 用 す る こ と が で き ま す 。  

 

図 表 ５ － ３  エ ネ ル ギ ー 利 用 プ ロ セ ス （ ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 ）  
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２  回収エネルギー利用方法の方針  

新 ご み 処 理 施 設 に お け る 回 収 エ ネ ル ギ ー 利 用 方 法 に つ い て は 、 今 後

策 定 す る 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 で 詳 細 を 検 討 す る こ と と し ま す が 、

検 討 に 当 た っ て は 、 周 辺 地 域 で の 有 効 活 用 や 経 済 性 を 十 分 考 慮 す る

こ と と し ま す 。  

焼 却 方 式 で は 、 最 大 限 エ ネ ル ギ ー 回 収 を 行 い 、 場 内 外 で の 熱 利 用 及

び 発 電 を 検 討 し ま す 。  

ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 で は 、 得 ら れ た バ イ オ ガ ス に よ る 発 電 を 前 提 と し

て 検 討 し ま す 。  
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第６章  事業方式の検討  

 

安 定 し た ご み 処 理 を 継 続 し 、 か つ 、 周 辺 環 境 を 保 全 す る た め に は 、 施 設

の 適 正 な 運 転 管 理 ・ 維 持 管 理 が 必 要 で す 。  

一 方 で 、 施 設 の 運 転 管 理 ・ 維 持 管 理 に は 多 額 の 費 用 が 必 要 と な り 、 で き

る 限 り 効 率 化 を 目 指 す こ と も 求 め ら れ ま す 。  

今 後 、 施 設 の 建 設 ・ 運 営 を 計 画 す る 上 で 、 施 設 の 適 正 な 運 転 管 理 ・ 維 持

管 理 及 び 費 用 の 効 率 化 を 達 成 す る た め に 必 要 な 事 業 運 営 手 法 を 検 討 す る 必

要 が あ り ま す 。  

想 定 さ れ る 施 設 の 運 営 手 法 は 、 「 公 設 公 営 方 式 」 、 「 公 設 ＋ 長 期 包 括 委

託 方 式 」 、 「 Ｐ Ｆ Ｉ 方 式 」 及 び 「 Ｄ Ｂ Ｏ 方 式 」 に 分 類 で き ま す 。  

事 業 運 営 手 法 に つ い て は 、 引 き 続 き 十 分 に 調 査 ・ 検 討 す べ き で あ る た め 、

今 後 策 定 す る ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 で の 検 討 に お い て 、 本 施 設 に 最 も

ふ さ わ し い 事 業 運 営 手 法 を 選 定 し ま す 。  

 

図 表 ６ － １  事 業 運 営 手 法  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

公 設 公 営 方 式  

公 設 ＋ 長 期 包 括 委 託 方 式  

Ｐ Ｆ Ｉ 方 式  

公 共 が 財 源 確 保 か ら 施 設 の 設 計 ・ 建 設 、

運 営 等 の 全 て を 行 う 方 式  

公 共 が 施 設 の 設 計 ・ 建 設 を 行 い 、 運 営 に

関 し て は 民 間 事 業 者 に 複 数 年 に わ た り 委

託 す る 方 式  

Ｐ Ｆ Ｉ 法 に 基 づ く 方 式 で あ り 、 公 共 施 設

等 の 建 設 、 維 持 管 理 、 運 営 等 に 民 間 の 資

金 、 経 営 能 力 及 び 技 術 的 能 力 を 活 用 す る

方 式 （ Ｂ Ｔ Ｏ 、 Ｂ Ｏ Ｔ 、 Ｂ Ｏ Ｏ 、 Ｒ Ｏ 方

式 等 が あ る 。 ）  

Ｄ Ｂ Ｏ 方 式  

Ｐ Ｆ Ｉ 方 式 に 準 じ た 方 式 で あ り 、 公 共 が

起 債 や 交 付 金 等 に よ り 自 ら 資 金 調 達 し 、

施 設 の 設 計 ・ 建 設 、 運 営 等 を 民 間 事 業 者

に 包 括 的 に 委 託 す る 方 式  
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第７章  概算工事費等  

 

■  アンケート条件の概要  

  ・ エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設  ： 55ｔ ／ 日  

・ リ サ イ ク ル 施 設  ：  7.5ｔ ／ 日 ※  

・ 管 理 施 設 等   ： 管 理 棟 、 計 量 棟 、 洗 車 棟 等  

・ エ ネ ル ギ ー 利 用 方 法  ： 熱 、 発 電 、 メ タ ン 化  

・ そ の 他    ： 排 水 は ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム を 想 定  

 

※ リサイクル施設における施設規模の算定結果（22頁参照）の値との差異は、メー

カーアンケート時の処理対象ごみの違いによる。 

 

 

■  概算工事費（ 土 地 造 成 工 事 は 除 く ）  

メ ー カ ー ア ン ケ ー ト に 基 づ く 概 算 工 事 費 を 参 考 金 額 と し て 次 の と お

り 示 し ま す 。  

な お 、 プ ラ ン ト メ ー カ ー へ の ア ン ケ ー ト 調 査 実 施 時 点 （ 2019（ 令 和

元 ） 年 ７ 月 及 び ９ 月 実 施 ） の 結 果 を 方 式 ご と に 平 均 し た も の で あ り 、

諸 条 件 等 の 詳 細 は 未 確 定 の た め 、 実 際 の 工 事 実 施 に 当 た っ て の 金 額 は

変 動 し ま す 。  

 

 ⑴  エ ネ ル ギ ー 回 収 施 設 （ 管 理 施 設 を 含 む 。 ）  

ア  焼 却 方 式 （ 主 に 熱 利 用 を 行 う 場 合 ）  ： 約   74億 円 … ①  

イ  焼 却 方 式 （ 主 に 発 電 を 行 う 場 合 ）   ： 約   87億 円 … ②  

ウ  ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 （ 発 電 付 ）     ： 約  109億 円 … ③  

⑵  リ サ イ ク ル 施 設 （ 管 理 施 設 を 含 む 。 ）  ： 約   20億 円 … ④  

パ タ ー ン Ａ （ ① ＋ ④ ）     94億 円  

パ タ ー ン Ｂ （ ② ＋ ④ ）   107億 円  

パ タ ー ン Ｃ （ ③ ＋ ④ ）   129億 円  
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第８章  施設整備スケジュール  

 

2024（ 令 和 ６ ） 年 度 か ら の 新 ご み 処 理 施 設 の 稼 働 開 始 に 向 け た 施 設 整 備

ス ケ ジ ュ ー ル （ 案 ） を 図 表 ８ － １ に 示 し ま す 。  

ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は 、 整 備 計 画 の 進 捗 に 伴 い 適 宜 見 直 し を 行 い ま す 。  

 

図 表 ８ － １  施 設 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル （ 案 ）  

 

 

 

 

 

項 目  内 容  
令 和  

元 年 度  

令 和  

２ 年 度  

令 和  

３ 年 度  

令 和  

４ 年 度  

令 和  

５ 年 度  

令 和  

６ 年 度  

⑴  施 設 基 本 計 画  

施 設 整 備 基 本 方 針 策 定  
処 理 方 式 の 選 定  
回 収 エ ネ ル ギ ー の 検 討  
概 算 工 事 費 の 算 出  

 

     

⑵  生 活 環 境 影 響 調 査  調 査 、 予 測 ・ 評 価  

 

 

    

⑶  施 設 整 備 基 本 計 画  

施 設 全 体 計 画  
回 収 エ ネ ル ギ ー 利 用 計 画  
環 境 保 全 計 画  
事 業 費 及 び 財 政 計 画  
施 工 計 画  
維 持 管 理 計 画  

      

⑷  造 成 設 計  施 設 敷 地 の 造 成 設 計  

      

⑸  造 成 工 事  施 設 敷 地 の 造 成 工 事  

      

⑹  施 設 本 体 設 計  処 理 施 設 の 設 計  

      

⑺  施 設 本 体 工 事  処 理 施 設 の 建 設 工 事  

      

⑻  施 設 稼 働  処 理 施 設 の 供 用 開 始  

      


